
北
原
白
秋
は
明
治
18
年（
１
８
８
５
年
）

１
月
25
日
、
沖
端
町
で
酒
造
り
を
営
む
北

原
長
太
郎
・
シ
ケ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

ま
し
た
。
本
名
は
隆
吉

り
ゅ
う
き
ち

と
い
い
ま
す
。

北
原
家
は
代
々
、
柳
川
藩
御
用
達
の
海

産
物
問
屋
で
九
州
で
も
指
折
り
の
旧
家

で
、
屋
号
を
「
油
屋

あ
ぶ
ら
や

」
ま
た
は
「
古
問
屋

ふ
っ
ど
い
や

」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。

白
秋
の
父
の
代
か
ら
酒
造
業
が
本
業
と

な
り
、「
潮

う
し
お

」
と
い
う
名
前
の
酒
を
つ
く

っ
て
い
ま
し
た
。
栄
え
た
こ
ろ
は
毎
年
三

千
石
も
の
酒
を
仕
込
ん
だ
と
記
録
に
残
っ

て
い
ま
す
。
酒
の
仕
込
み
時
に
な
る
と
蔵

男
た
ち
が
出
稼
ぎ
に
や
っ
て
来
る
し
、
番

頭
や
女
中
を
加
え
、
多
い
と
き
は
７
、
80

人
の
使
用
人
で
家
の
中
は
ご
っ
た
が
え
し

て
い
ま
し
た
。

当
時
の
沖
端
に
は
長
崎
、
五
島
、
平
戸
、

天
草
、
鹿
児
島
な
ど
か
ら
の
船
の
出
入
り

が
絶
え
ず
、
海
産
物
と
一
緒
に
、
南
蛮
風

の
も
の
や
異
国
な
ま
り
、
風
俗
な
ど
も
持

ち
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

白
秋
は
将
来
、
老
舗
「
油
屋
」
の
跡
取
り

息
子
と
い
う
こ
と
で
「
油
屋
の
ト
ン
カ
ジ

ョ
ン
（
大
き
な
坊
ち
ゃ
ん
）」
と
い
う
愛
称

で
呼
ば
れ
、
家
族
や
周
囲
の
人
た
ち
か
ら

大
切
に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。
生
ま
れ
つ
き

虚
弱
な
子
で
し
た
が
、
母
は
し
つ
け
に
厳

し
く
白
秋
の
成
長
に
心
を
く
だ
き
ま
す
。

幼
い
こ
ろ
か
ら
白
秋
の
記
憶
力
は
抜
群

で
し
た
。
２
歳
の
こ
ろ
、
母
と
乳
母
で
小

浜
温
泉
へ
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
の
白
秋
を
抱
い
て
い
た
人

の
蝙
蝠
こ
う
も
り

傘
が
白
で
あ
っ
た
こ
と
を
後
々
ま

で
、
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
し
た
。

明
治
24
年
４
月
、
矢
留
尋
常
小
学
校
に

入
学
。
白
秋
少
年
は
休
み
に
な
る
と
南
関

（
熊
本
県
）
の
外
目

ほ
か
め

に
あ
る
母
の
実
家
に

行
き
、
自
然
の
中
で
遊
び
ま
し
た
。
母
の

実
家
、
石
井
家
に
は
た
く
さ
ん
の
本
が
あ

り
、
そ
の
蔵
書
の
中
で
本
を
読
み
、
ま
た

英
学
校
出
身
の
叔
父
は
、
日
本
の
昔
話
や

ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
の
物
語
、
西
洋
奇
談

な
ど
の
い
ろ
ん
な
話
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
お
と
な
し
い
性
格
の
白
秋
は
、
成

績
が
抜
群
に
よ
く
首
席
で
小
学
校
を
卒
業

し
ま
し
た
。

柳
河
高
等
小
学
校
を
２
年
を
終
了
し
た

白
秋
は
、
明
治
30
年
４
月
、
中
学
伝
習
館

に
入
学
し
ま
す
。
当
時
の
高
等
小
学
校
で

は
４
年
の
課
程
を
経
て
、
中
学
に
進
む
の

が
建
前
で
、
２
年
の
飛
躍
は
、
後
に
も
先

に
も
例
の
な
い
こ
と
で
し
た
。

白
秋
の
伝
習
館
で
の
席
次
は
常
に
１
、

２
番
で
し
た
が
、
３
年
進
級
の
と
き
に
幾

何
（
数
学
）
１
科
目
の
た
め
に
落
第
し
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
文
学
へ
の
熱

は
高
ま
る
ば
か
り
で
、
友
人
と
回
覧
雑
誌

「
蓬
文
ほ
う
ぶ
ん

」
を
作
り
、
雅
号
を
「
白
秋
」
と

し
、詩
歌
散
文
の
創
作
に
熱
中
し
ま
し
た
。

ま
た
、
同
人
雑
誌
「
文
庫
」
に
多
数
の
短

歌
を
投
稿
し
、
選
者
に
認
め
ら
れ
、
中
央

詩
歌
壇
に
た
つ
契
機
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
34
年
３
月
、
沖
端
村
北
町
民
家
か

ら
火
災
が
発
生
し
、
激
し
い
北
風
に
火
勢

57年の生涯

水
郷

す
い
き
ょ
う

柳
河
こ
そ
は
、

我
が
生
ま
れ
の
里
で
あ
る
。

こ
の
水
の
柳
河
こ
そ
は
、

我
が
詩
歌
の
母
體

ぼ
た
い

で
あ
る
。

こ
の
水
の
構
圖

こ
う
ず

こ
の
地
相

ち
そ
う

に
し
て
、

は
じ
め
て
我
が
體た

い

は
生
じ
、

我
が
風ふ

う

は
成
っ
た
。「

水
の
構
圖
」
よ
り

白秋・生誕120年

ト
ン
カ
ジ
ョ
ン
の
誕
生

詩人・北原白秋は柳川で生まれた。
来年１月に生誕120年目を迎える。
明治から大正、昭和を生き抜き、
詩歌、童謡、民謡など幅広い分野で活躍し、国民詩人と呼ばれた。
最期まで故郷を思い、たくさんの人から愛され慕われた。
白秋とはどんな人物だったのか…

北原白秋
生誕120年

t白秋が生まれ、文学
の芽をのばした、母の
里、南関外目の石井家

▲白秋の父・長太郎と母・シケ

▲伝習館４年のとき、国語教師・榊の転任送別
記念写真。２列目右端が白秋

▼白秋生家に展示してある北原家
の造り酒屋を再現したミニチュ
ア。古賀國昭さん（横山町）と谷
口真澄さん（矢留本町）が制作 山門は我が産土

うぶすな

Hakushu Kitahara



は
広
が
り
家
屋
62
戸
が
全
焼
、
10
戸
が
半

焼
、
船
10
隻
が
消
失
し
ま
し
た
。
北
原
家

に
も
火
が
燃
え
広
が
り
、
母
屋
以
外
の
酒

蔵
な
ど
す
べ
が
焼
き
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

白
秋
の
持
ち
物
も
焼
け
、
手
元
に
残
っ
た

の
は
島
崎
藤
村
の
「
若
菜
集
」
１
冊
だ
け

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

父
は
白
秋
に
家
業
を
継
が
せ
る
つ
も
り

で
し
た
。
し
か
し
白
秋
の
文
学
へ
の
志
は

か
た
く
、
卒
業
試
験
も
中
途
で
休
み
伝
習

館
を
退
学
し
ま
す
。白
秋
に
理
解
を
示
す
、

母
と
弟
・
鉄
雄
だ
け
は
、
白
秋
の
希
望
を

か
な
え
さ
せ
た
い
と
、
父
に
隠
れ
て
上
京

の
た
め
の
準
備
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
明
治
37
年
４
月
、
19
歳
の
白
秋
は
つ

い
に
住
み
慣
れ
た
柳
川
を
後
に
、
矢
部
川

駅
か
ら
東
京
へ
向
か
っ
て
出
発
し
ま
す
。

上
京
し
た
白
秋
は
、
早
稲
田
大
学
英
文

科
予
科
に
入
学
し
ま
す
。
大
学
の
同
級
生

に
宮
崎
県
出
身
の
若
山
牧
水
が
い
て
意
気

投
合
し
ま
す
。
白
秋
は
し
ば
ら
く
「
射
水
し
ゃ
す
い

」

と
称
し
、
牧
水
、
中
林
蘇
水

そ
す
い

ら
と
「
早
稲
田

の
三
水

さ
ん
す
い

」
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
学
業
の
傍

ら
詩
作
に
励
み
、「
早
稲
田
学
報
」
の
懸

賞
に
出
し
た
長
篇
詩
が
一
等
に
入
選
。
詩

壇
の
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

与
謝
野
寛

ひ
ろ
し

（
鉄
幹

て
っ
か
ん

）
の
招
き
で
新
詩

社
に
参
加
し
た
の
は
明
治
39
年
。
機
関
誌

「
明
星

み
ょ
う
じ
ょ
う」

で
活
躍
し
ま
す
。

明
治
40
年
、
22
歳
の
夏
に
は
、
与
謝
野

寛
と
木
下
杢
太
郎

も
く
た
ろ
う

、
吉
井
勇

い
さ
む

、
平
野

万
里

ば
ん
り

の
５
人
で
、
九
州
南
蛮
文
化
探
訪
の

旅
に
出
ま
す
。
一
行
は
白
秋
の
郷
土
柳
川

か
ら
平
戸
、
長
崎
、
天
草
、
島
原
、
阿
蘇
を

約
１
か
月
か
け
巡
り
ま
し
た
。
天
草
で
は

大
変
な
苦
労
を
し
な
が
ら
天
主
堂
を
め
ざ

し
て
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の
紀
行
文

を
５
人
が
交
代
に
つ
づ
り
、「
五
足
の
靴
」

と
し
て
新
聞
に
連
載
し
好
評
を
得
ま
す
。

こ
の
旅
を
終
え
、
南
蛮
趣
味
の
詩
を
書

き
始
め
た
白
秋
は
２
年
後
、
処
女
詩
集

「
邪
宗
門

じ
ゃ
し
ゅ
う
も
ん

」
を
刊
行
。
当
時
の
詩
壇
を
沸

き
立
た
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
２
年
後
の
明

治
44
年
、
詩
集
「
思
ひ
出
」
を
刊
行
。
英

文
学
者
で
詩
人
の
上
田
敏び

ん

か
ら
激
賞
を
受

け
、
名
実
と
も
に
詩
壇
の
第
一
人
者
と
な

り
ま
し
た
。

大
正
元
年
、
破
産
し
た
柳
川
の
家
族
が

次
々
と
上
京
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
そ
の

こ
ろ
の
白
秋
は
、
恋
愛
事
件
な
ど
で
心
配

し
、
不
安
で
苦
し
ん
で
い
ま
し
た
。
大
正

２
年
の
春
、
松
下
俊
子

と
し
こ

と
結
婚
。
神
奈
川

県
三
浦
三
崎
に
新
生
活
を
始
め
ま
す
。
有

名
な
「
城
ヶ
島
の
雨
」
は
当
時
の
作
品
で

す
。
し
か
し
妻
・
俊
子
と
は
１
年
余
り
で

離
婚
し
、
大
正
５
年
に
江
口
章
子

あ
や
こ

と
再
婚

し
ま
す
。
東
京
都
南
葛
飾

か
つ
し
か

に
転
居
し
、
そ

の
後
も
各
地
を
転
々
と
移
り
住
み
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
は
明
日
食
べ
る
米
も
な
い
ほ
ど

困
窮
の
ど
ん
底
で
、
た
だ
じ
っ
と
雀
を
な

が
め
、
雀
と
同
化
す
る
の
で
し
た
。

大
正
８
年
、
小
田
原
に
「
木
兎

み
み
ず
く

の
家
」

と
呼
ぶ
茅
葺

か
や
ぶ

き
藁わ

ら

壁
の
家
を
建
て
移
り
住

み
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
よ
う
や
く
貧
乏
生

活
を
脱
し
ま
し
た
が
、
妻
章
子
と
も
離
婚

す
る
と
い
う
不
幸
に
あ
い
ま
し
た
。

大
正
７
年
、
鈴
木
三
重
吉

み
え
き
ち

の
児
童
芸
術

雑
誌
「
赤
い
鳥
」
の
創
刊
か
ら
童
謡
欄
を

担
当
。
白
秋
は
子
ど
も
の
夢
を
育
て
る
新

し
い
童
謡
運
動
を
展
開
し
、
童
謡
、
歌
謡

な
ど
を
精
力
的
に
創
作
し
て
い
き
ま
す
。

「
ト
ン
ボ
の
眼
玉

め
だ
ま

」
と
い
う
本
も
作
ら
れ
、

「
雨
」「
お
ま
つ
り
」「
あ
わ
て
床
屋
」
な
ど
、

子
ど
も
の
心
に
染
み
と
お
っ
て
い
く
よ
う

な
童
謡
を
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
た
。

大
正
10
年
、白
秋
は
佐
藤
菊
子
と
再
婚
。

翌
年
、
長
男
・
隆
太
郎
が
生
ま
れ
、
大
正

14
年
に
は
長
女
・
篁
子

こ
う
こ

も
生
ま
れ
ま
す
。

よ
う
や
く
家
庭
的
安
息
を
得
た
白
秋
は
、

遠
ざ
か
っ
て
い
た
歌
作
り
も
始
め
ま
す
。

大
正
15
年
に
は
８
年
間
住
ん
で
い
た
小
田

原
か
ら
東
京
に
戻
り
、
安
定
し
た
活
発
な

文
筆
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

昭
和
３
年
に
大
阪
の
朝
日
新
聞
社
の
依

頼
で
、
日
本
初
の
芸
術
飛
行
に
参
加
し
て

20
年
ぶ
り
に
郷
土
柳
川
の
空
を
飛
び
ま

す
。
こ
の
と
き
白
秋
は
、
詩
人
と
し
て
歌

人
と
し
て
ま
た
童
謡
に
、
民
謡
に
数
多
く

の
作
品
を
作
り
、
す
で
に
偉
大
な
国
民
詩

人
と
し
て
の
貫
禄
を
示
し
つ
つ
あ
っ
た
時

代
で
す
。
母
校
の
矢
留
小
学
校
で
は
、
機

上
か
ら
の
あ
い
さ
つ
に
応
え
て
、
運
動
場

に
生
徒
を
「
ヤ
」
の
字
の
人
文
字
を
か
い

て
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

飛
行
に
先
立
ち
、
陸
路
柳
川
に
入
っ
た

白
秋
は
、
沿
道
で
日
の
丸
の
手
旗
を
持
っ

た
大
勢
の
人
た
ち
の
大
歓
迎
を
受
け
ま

す
。
感
激
し
た
白
秋
は
、
矢
留
小
学
校
の

講
堂
で
、
子
ど
も
た
ち
を
前
に
声
を
つ
ま

ら
せ
、
泣
く
ば
か
り
で
し
た
。

昭
和
10
年
に
白
秋
は
新
幽
玄
ゆ
う
げ
ん

・
新
象
徴

を
理
念
と
し
て
「
多
磨
短
歌
会
」
を
結
成
。

歌
誌
「
多
磨
」
を
創
刊
し
ま
し
た
。
浪
漫

ろ
ま
ん

精
神
の
復
興
を
め
ざ
し
、
た
ち
ま
ち
歌
壇

を
二
分
す
る
新
勢
力
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
昭
和
12
年
、
過
労
の
た
め
発
病
し
て
視

力
が
衰
え
、薄
命
の
世
界
に
入
り
ま
し
た
。

し
か
し
文
筆
の
意
欲
は
衰
え
る
こ
と
な

く
、
昭
和
14
年
に
は
紀
元
二
千
六
百
年
記

念
・
長
篇
交
声
曲
詩
「
海
道

か
い
ど
う

東
征

と
う
せ
い

」
と
長

唄
「
元げ

ん

寇こ
う

」
を
完
成
し
、
そ
の
２
年
後
に

福
岡
日
々
新
聞
社
か
ら
文
化
賞
が
授
与
さ

れ
ま
す
。
贈
呈
式
に
招
か
れ
、
帰
郷
が
決

ま
っ
た
喜
び
の
中
で
作
ら
れ
た
の
が
、
詩

作
品
の
中
で
最
後
に
な
っ
た
「
帰
去
来

き
き
ょ
ら
い

」

で
す
。
白
秋
は
故
郷
を
最
期
ま
で
愛
し
た

人
で
し
た
。

日
本
芸
術
院
の
会
員
に
も
な
り
ま
す

が
、
昭
和
17
年
11
月
２
日
、
惜
し
ま
れ
な

が
ら
57
歳
で
永
眠
し
ま
し
た
。

北
原
白
秋
の
生
涯

明
治
18
年
（
１
８
８
５
・
誕
生
）

１
月
25
日
、
柳
川
市
沖
端
に
生
ま
れ
る
。

明
治
24
年
（
６
歳
）

４
月
、
矢
留
尋
常
小
学
校
に
入
学
し
、
近
く

の
内
山
田

う
ち
や
ま
だ

雲
畦

う
ん
が
い

に
書
を
習
う
。

明
治
28
年
（
10
歳
）

矢
留
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
て
柳
河
高
等
小
　

学
校
に
入
学
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
日
本
古
典
や

翻
訳
小
説
を
読
み
は
じ
め
る
。

明
治
30
年
（
12
歳
）

４
月
、
柳
河
高
等
小
学
校
を
２
年
で
終
了
し
、

中
学
伝
習
館
に
入
学
。

明
治
34
年
（
16
歳
）

３
月
、
沖
端
の
大
火
で
酒
蔵
が
類
焼
す
る
。

冬
、
学
友
と
文
学
会
を
起
こ
し
、
回
覧
雑
誌

「
蓬
文

ほ
う
ぶ
ん

」
を
出
す
。
詩
歌
の
制
作
に
熱
中
し
、

こ
の
こ
ろ
白
秋
の
号
を
使
う
。

明
治
37
年
（
19
歳
）

伝
習
館
を
中
退
し
、
４
月
上
京
し
て
早
稲
田

大
学
英
文
科
予
科
に
入
る
。

明
治
38
年
（
20
歳
）

１
月
、
早
稲
田
学
報
の
懸
賞
に
応
募
し
長
篇

詩
「
全
都
ぜ
ん
と

覚
醒

か
く
せ
い

賦ふ

」
が
１
等
に
入
選
。

明
治
39
年
（
21
歳
）

与
謝
野
寛
、
新
詩
社
同
人
と
な
り
、「
明
星
」

に
さ
か
ん
に
詩
を
発
表
し
て
、
石
川
啄
木
、

木
下
杢
太
郎
、
吉
井
勇
な
ど
と
交
わ
る
。

明
治
40
年
（
22
歳
）

夏
、
与
謝
野
寛
、
木
下
杢
太
郎
、
吉
井
勇
、

平
野
万
里
と
と
も
に
「
五
足
の
靴
」
の
旅
を

す
る
。
冬
、
新
詩
社
を
脱
退
す
る
。

明
治
42
年
（
24
歳
）

１
月
、
若
き
詩
人
、
画
家
と
と
も
に
「
パ
ン

の
会
」
を
起
こ
す
。

３
月
、
処
女
詩
集
「
邪
宗
門
」
出
版
。

明
治
44
年
（
26
歳
）

詩
集
「
思
ひ
出
」
を
出
版
し
、
上
田
敏
の
激

賞
を
う
け
、
詩
壇
の
地
位
定
ま
る
。

「
曼
珠
沙
華

ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

」
作
詩
。

大
正
２
年
（
28
歳
）
「
城
ヶ
島
の
雨
」
作
詞
。

大
正
７
年
（
33
歳
）

鈴
木
三
重
吉
の
創
刊
し
た
「
赤
い
鳥
」
に
よ

っ
て
、
児
童
自
由
詩
の
運
動
を
お
こ
す
。

「
雨
」
作
詩
。

大
正
８
年
（
34
歳
）

「
あ
わ
て
床
屋
」「
さ
す
ら
い
の
唄
」
作
詩
。

大
正
10
年
（
36
歳
）

「
揺
籃

ゆ
り
か
ご

の
う
た
」「
ち
ん
ち
ん
千
鳥
」
作
詩
。

大
正
13
年
（
39
歳
）
「
か
ら
た
ち
の
花
」
作
詩
。

大
正
14
年
（
40
歳
）
「
待
ち
ぼ
う
け
」「
す
か
ん

ぽ
の
咲
く
頃
」「
ペ
チ
カ
」
作
詩
。

大
正
15
年
（
41
歳
）
「
こ
の
道
」
作
詩
。

昭
和
２
年
（
42
歳
）
「
ち
ゃ
っ
き
り
節
」
作
詩
。

昭
和
３
年
（
43
歳
）

朝
日
新
聞
社
の
依
頼
に
よ
り
大
刀
洗
か
ら
大

阪
へ
芸
術
飛
行
を
行
う
。

そ
の
前
に
郷
里
柳
川
の
空
を
飛
び
20
年
ぶ
り

に
帰
郷
す
る
。「
松
島
音
頭
」
作
詩
。

昭
和
５
年
（
45
歳
）

５
月
、
八
幡
製
鉄
所
の
所
歌
作
成
の
た
め
に

１
か
月
余
帰
郷
。

昭
和
８
年
（
48
歳
）
「
さ
よ
り
」
作
詩
。

昭
和
10
年
（
50
歳
）

６
月
、
多
磨
短
歌
大
会
を
創
立
主
宰
し
短
歌

誌
「
多
磨
」
を
発
刊
。

そ
の
編
集
終
了
後
、
三
菱
造
船
所
の
所
歌
作

成
の
た
め
長
崎
・
柳
川
に
帰
郷
。

昭
和
16
年
（
56
歳
）

３
月
、
福
岡
日
日
新
聞
社
文
化
賞
を
贈
ら
れ

受
賞
の
た
め
帰
郷
。
５
月
、
日
本
芸
術
院
会

員
と
な
る
。

昭
和
17
年
（
１
９
４
２
・
57
歳
）

11
月
２
日
、
東
京
杉
並
の
自
宅
で
腎
臓
病
の

た
め
逝
去
。

明　　　治大　　　正昭　　　　和

白秋・生誕120年

▲昭和16年３月矢留小学校の講堂へ向かう白秋 ▲処女詩集「邪宗門」▲第二詩集「思ひ出」

s白秋22歳の明治
40年８月「五足の
靴」の一行は、三
橋町高畑の懐月楼
（かいげつろう・現
在の松月文人館）
に立ち寄りました

▲昭和3年7月、上空を飛行する白秋に
矢留小学校子どもたちはヤドミ「ヤ」
の字の人文字で迎えた（絵・北島勉さん）

▲矢留小学校西隣の白秋詩碑苑にある「帰去来の詩碑」

文
学
を
志
し
上
京

20
年
ぶ
り
の
帰
郷



私
が
中
学
伝
習
館
に
通
っ
て
い
た
昭
和

16
年
、
白
秋
先
生
が
私
た
ち
生
徒
の
前
で

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に
目
が
不
自
由

で
黒
眼
鏡
を
か
け
て
あ
り
ま
し
た
。
演
壇

に
は
、
長
男
の
隆
太
郎
さ
ん
、
長
女
の
篁こ

う

子こ

さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
上
が
ら
れ
ま
し

た
。
講
話
は
25
分
く
ら
い
で
し
た
。「
詩

を
作
る
た
め
に
は
数
学
の
力
が
必
要
」

「
音
数
律

お
ん
す
う
り
つ

も
大
事
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を

感
心
し
て
聴
い
て
い
ま
し
た
。

白
秋
先
生
が
生
ま
れ
育
っ
た
沖
端
は
平

家
の
落
人
・
六
騎

ろ
っ
き
ゅ
う

が
住
み
着
い
た
ま
ち
。

白
秋
先
生
が
生
ま
れ
た
明
治
時
代
は
、
さ

か
ん
に
海
産
物
な
ど
の
物
流
が
行
わ
れ
、

オ
ラ
ン
ダ
や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
異
国
文
化
も

流
れ
て
き
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
心
に
あ

っ
た
の
が
白
秋
先
生
が
生
ま
れ
た
古
問
屋

ふ
っ
ど
い
や

で
し
た
。
白
秋
の
父
は
ビ
ー
ド
ロ
や
凧
な

ど
め
ず
ら
し
い
も
の
を
集
め
、
裏
の
畑
に

は
ダ
リ
ア
を
植
え
た
り
、
七
面
鳥
を
飼
っ

た
り
す
る
、
ワ
サ
モ
ン
好
き
で
し
た
。
が

ん
こ
だ
っ
た
け
ど
時
代
を
先
取
る
前
向
き

な
人
で
も
あ
り
、
や
が
て
船
の
時
代
は
終

わ
る
と
、
酒
造
り
を
始
め
ま
し
た
。

白
秋
に
も
そ
の
血
が
流
れ
て
い
ま
す
。

後
に
誰
も
や
ら
な
か
っ
た
マ
ザ
ー
グ
ー
ス

の
翻
訳
や
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
文
化
に

手
を
つ
け
た
り
、
童
謡
運
動
や
農
民
文
学

運
動
な
ど
の
草
分
け
を
果
た
し
て
い
く
の

も
父
親
譲
り
の
血
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
第
二

の
故
郷
で
あ
る
母
の
実
家
、
南
関
で
す
。

そ
こ
で
読
書
に
ふ
け
り
、
読
む
の
に
疲
れ

る
と
南
関
の
山
を
歩
き
、
植
物
や
虫
の
観

察
を
し
て
遊
ん
だ
こ
と
が
、
後
の
白
秋
文

学
の
大
き
な
肥
や
し
に
な
り
ま
し
た
。

白
秋
先
生
は
、
詩
や
短
歌
、
童
謡
だ
け

で
な
く
民
謡
や
校
歌
、
社
歌
、
書
、
絵
な

ど
幅
広
く
作
品
を
残
す
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

マ
ル
チ
人
間
で
す
。
人
を
引
き
つ
け
る
力

も
あ
り
ま
し
た
。
一
貫
し
て
、
自
分
を
育

ん
で
く
れ
た
柳
川
の
水
、
空
気
、
風
と
か

人
情
な
ど
を
忘
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

社
会
傾
向
と
し
て
、
映
像
文
化
が
活
字

文
化
に
取
っ
て
代
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
読
む
よ
り
見
て
感
じ
る
方
が
手
っ
取

り
早
い
と
い
う
大
き
な
変
化
の
う
ね
り
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
自
分
の
感
じ

た
気
持
ち
を
、
自
分
の
言
葉
で
表
現
し
て

い
く
表
現
の
重
み
、
深
み
、
豊
か
さ
、
奥

行
き
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
文
化
は
立

ち
消
え
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

表
現
の
重
み
や
深
み
、
豊
か
さ
に
先
鞭
せ
ん
べ
ん

を
つ
け
た
白
秋
で
す
。
私
は
言
葉
の
紡
ぎ

方
、
織
り
方
を
白
秋
先
生
か
ら
教
え
て
も

ら
っ
た
こ
と
を
大
事
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
思
ひ
出
」
や
「
雀
の
生
活
」
な
ど

代
表
的
な
作
品
は
活
字
の
ま
ま
読
ん
で
、

白
秋
の
心
を
か
み
し
め
て
ほ
し
い
で
す
。

人
間
の
幸
せ
は
心
の
豊
か
さ
だ
と
思
い

ま
す
。
物
、
金
で
は
満
た
さ
れ
な
い
、
本

当
に
心
の
底
か
ら
満
た
さ
れ
る
も
の
は
白

秋
文
学
だ
と
思
い
ま
す
。
柳
川
の
人
に
、

も
う
一
度
見
直
し
て
ほ
し
い
で
す
。

白
秋
は
時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
永
遠
に

残
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

語る

北原悌二郎
ていじろう

さん

時
代
が
変
わ
ろ
う
と
も
永
遠
に
残
る
も
の

私
の
大
学
時
代
の
恩
師
が
、
白
秋
先
生

の
弟
子
の
木
俣

き
ま
た

修
お
さ
む

先
生
で
し
た
。
卒
業

論
文
で
白
秋
を
研
究
し
た
の
が
白
秋
研
究

の
き
っ
か
け
で
す
。
そ
れ
以
来
、
ち
ょ
く

ち
ょ
く
柳
川
を
訪
れ
て
は
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

白
秋
ほ
ど
、
詩
や
短
歌
、
童
謡
、
民
謡
、

散
文
な
ど
全
領
域
に
わ
た
っ
て
作
品
を
残

し
た
人
は
い
ま
せ
ん
。
白
秋
は
感
じ
た
こ

と
を
、
詩
や
短
歌
、
童
謡
な
ど
、
何
で
表

現
す
る
か
分
か
っ
て
い
た
、
と
て
も
テ
ク

ニ
ッ
ク
の
あ
る
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
白
秋
は
、
本
の
装
丁
も
自
分
で
す

る
美
術
家
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
の
天
井

に
は
金
を
使
い
、
表
紙
な
ど
に
は
金
や
銀

の
箔は
く

を
押
し
、
挿
絵
も
自
分
で
描
い
て
い

ま
し
た
。
ペ
ー
パ
ー
ナ
イ
フ
で
一
ペ
ー
ジ

一
ペ
ー
ジ
切
り
進
ん
で
読
ん
で
い
く
本
も

出
し
ま
し
た
。
本
を
開
く
と
パ
ー
ッ
と
香

り
が
た
つ
よ
う
な
、
本
を
開
く
楽
し
み
を

知
っ
て
い
る
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ

に
総
合
芸
術
家
で
し
た
。

童
謡
を
作
る
と
き
は
純
粋
で
、
わ
か
り

や
す
く
、
や
さ
し
く
、
自
分
の
詩
の
心
を

深
く
突
き
詰
め
て
い
ま
す
。「
雨
ふ
り
」

の
中
の
「
ピ
ッ
チ
ピ
ッ
チ
チ
ャ
プ
チ
ャ

プ
ラ
ン
ラ
ン
ラ
ン
」
の
フ
レ
ー
ズ
。
雨

が
降
る
と
気
持
ち
が
な
ん
と
な
く
し
ん
み

り
と
し
ま
す
が
、
雨
が
降
っ
て
楽
し
い
気

分
を
、
こ
う
い
う
言
葉
で
表
現
で
き
る
こ

と
は
、
誰
も
発
見
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。「
雨
ふ
り
」
の
よ
う
な
楽
し
い
雨
の

詩
が
あ
る
一
方
、「
城
ヶ
島
の
雨
」
の
よ

う
な
雨
も
あ
り
ま
す
。
白
秋
は
、
い
ろ
ん

な
表
情
の
雨
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
白
秋
は
、
い
ろ
ん
な
雨
音
を

聞
き
分
け
た
と
い
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、

貧
乏
な
生
活
を
送
っ
た
時
代
、
白
秋
は
雨

と
一
体
に
な
る
と
い
う
新
境
地
を
開
い
て

い
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

白
秋
の
研
究
は
、
詩
や
短
歌
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
つ
な
い
で
白
秋
の
全
体
像
を
と
ら

え
る
研
究
は
ま
だ
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
あ

ま
り
に
も
多
彩
で
、
作
品
の
一
つ
一
つ
が

完
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
普
通
の
研
究
者

に
は
と
て
も
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
。

私
自
身
、
白
秋
を
研
究
し
て
い
る
と
途

中
で
白
秋
が
見
え
な
く
な
り
、
や
め
よ
う

と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。気
分
転
換
に
、

考
古
学
や
焼
き
物
の
古
美
術
の
研
究
を
し

た
り
し
ま
す
が
、
そ
う
い
う
世
界
で
も
研

究
し
て
い
く
う
ち
に
、
白
秋
に
つ
き
あ
た

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
白
秋
の
土
地
を
見

る
感
覚
や
誠
実
さ
、
ま
た
美
意
識
の
す
ご

さ
を
、
あ
ら
た
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
の
で

す
。
す
る
と
ま
た
違
っ
た
白
秋
像
が
見
え

て
く
る
の
で
す
。

白
秋
の
研
究
は
こ
れ
か
ら
進
ん
で
い
く

と
思
い
ま
す
。
都
市
構
想
に
つ
い
て
も
ち

ゃ
ん
と
し
た
考
え
を
持
つ
な
ど
、
本
当
に

多
彩
な
人
で
し
た
か
ら
、
い
ろ
ん
な
分
野

の
人
が
研
究
し
、
声
を
あ
げ
て
い
い
と
思

い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
意
見
に
耳
を
傾
け
、

そ
し
て
手
を
つ
な
い
で
い
く
。
そ
う
い
う

役
割
を
白
秋
の
故
郷
、
柳
川
が
果
た
し
て

く
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

横尾文子
あやこ

さん

い
く
つ
も
の
白
秋
研
究
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

白秋・生誕120年

▲長谷健顕彰会が中心となって10月16日に開催した
「子どもの命と心の成長を描く 柳川文学まつり」。芥川
賞作家・長谷健（1904～1957）は、白秋を尊敬し、
昭和23年の「帰去来の詩碑」の建設に尽力しました。

▲白秋を敬愛した、直木賞作家・檀一雄（1912～
1976）の文学顕彰祭が９月23日、柳川婦人会館で開か
れました。長男の太郎さんや長女ふみさんも一緒に、
檀一雄作詩の「白秋の生まれた町で」を合唱しました。

▲柳川地方の歴史と文化を堀り起こす「柳川ふ
るさと塾」（原達郎塾長）でも、白秋が取り上
げられます。10月９日の例会では「白秋の初恋
と紺屋のおろく」がテーマになりました。

t童謡「からたちの
花」のモデルとなっ
た、からたちの木
（３代目・左写真）、
すぐ近くには、「あ
わて床屋」のモデル
になった「駒床」
（右写真・現在は駐
車場）があります。
（地図は11ページ）

佐賀市・53歳
佐賀女子短期大学教授

本城町・80歳
画家



うたう

北
原
白
秋
生
家
で
は
毎
月
１
回
、
白
秋

の
歌
や
詩
の
朗
読
な
ど
を
行
う
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
開
い
て
い

る
の
は「
白
秋
の
ま
ち
柳
川
の『
赤
い
鳥
』」

の
皆
さ
ん
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
今
年
３

月
の
さ
げ
も
ん
め
ぐ
り
の
期
間
中
に
、
白

秋
生
家
で
開
い
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
好

評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
。
そ
こ
で
、
４
月
か

ら
も
定
期
的
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
白
秋
に
つ
い
て
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
童
謡
を
歌

っ
た
り
、
メ
ン
バ
ー
が
交
代
で
詩
の
朗
読

を
行
い
ま
す
。
来
場
者
か
ら
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
も
応
え
ま
す
。

来
場
者
か
ら
は
「
来
て
よ
か
っ
た
」

「
今
度
ま
た
友
達
を
連
れ
て
く
る
か
ら
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
反
応
は
上
々
で
す
。

時
に
は
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
聴
き
入
る
人

も
い
る
そ
う
で
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
る

と
来
場
者
に
「
ど
こ
か
ら
来
ら
れ
ま
し
た

か
」
と
声
を
か
け
る
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
赤
い
鳥
」
の
会
員
は
10
人
。
白
秋
の

作
品
に
ふ
れ
る
た
び
に
、
全
員
自
ら
が
そ

の
奥
の
深
さ
に
感
動
し
、
も
っ
と
勉
強
が

必
要
だ
と
感
じ
、
ま
す
ま
す
白
秋
の
世
界

に
の
め
り
込
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
で
司
会
を
担
当
す
る
古
賀

千
鶴
子
さ
ん
（
本
城
町
）
は
、「
白
秋
の

生
き
ざ
ま
す
べ
て
が
白
秋
の
詩
に
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
白
秋
が
柳
川
に
深
い
思

い
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
」
と
話
し
ま
す
。

朗
読
を
担
当
し
て
い
る
本
木
千
明
さ
ん

（
間
）
は
、「
白
秋
の
言
葉
は
、
読
ん
で
い

て
無
理
が
あ
り
ま
せ
ん
。
難
し
い
言
葉
を

使
っ
て
い
ま
す
が
、
声
に
出
し
て
読
む
と

体
に
ス
ッ
と
入
っ
て
き
ま
す
。
詩
に
流
れ

が
あ
り
、メ
ロ
デ
ィ
ー
が
あ
る
よ
う
で
す
」

と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
し
て
い
る
長
理
恵
子
さ
ん（
高
田
町
）

は「
朗
読
の
経
験
を
積
ん
で
い
く
う
ち
に
、

以
前
は
読
め
な
か
っ
た
白
秋
の
言
葉
が
随

分
読
め
る
よ
う
に
な
り
、
白
秋
の
世
界
が

広
が
り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

事
務
局
の
古
賀
和
範
さ
ん
（
東
蒲
池
）

は
「
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
こ
と
で
、
自
分

た
ち
が
白
秋
の
こ
と
を
知
ら
な
い
こ
と
に

あ
ら
た
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
白
秋
の

詩
を
読
み
、
歌
い
、
感
動
し
、
白
秋
の
世

界
を
広
げ
て
い
く
。
そ
れ
を
、
生
家
を
訪

れ
た
人
ば
か
り
で
な
く
、
地
元
の
人
に
も

発
信
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
元
の
人
が
白
秋
へ
の
認
識
を
深
め
れ

ば
、
も
っ
と
柳
川
が
魅
力
あ
る
ま
ち
に
な

っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

「
赤
い
鳥
」
は
、
10
月
21
日
に
は
「
ア

ク
ロ
ス
福
岡
」
で
の
フ
ロ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

に
出
演
し
ま
し
た
。
生
家
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
ば
か
り
で
な
く
、
学
校
や
保
育
園
・
幼

稚
園
の
訪
問
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
生
家

で
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
、
要
望
が
あ
れ
ば
随

時
、
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
赤
い
鳥
」
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
、
事

務
局
の
古
賀
さ
ん
（
1
０
９
０
・
４
９
８

６
・
９
５
９
２
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

白
秋
の
ま
ち
に
住
む
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

「
赤
い
鳥
」
の
歌
や
朗
読
が
白
秋
生
家
に
響
く

白秋が生まれ育った生家
で、白秋の作品をあじわって
もらいたいというのが、私た
ちの願いです。約１時間のコ
ンサートは毎回違った内容と
なっています。お客さんと私
たちが一つになって感動し合
うコンサートです。
歌い手として、白秋が生ま

れた柳川に住んでよかったと
思います。

白
秋
の
母
校
、
矢
留
小
学
校
（
３
１
５

人
）
で
は
毎
年
「
校
内
白
秋
祭
」
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。
今
年
で
33
回
目
に
な
る
校

内
白
秋
祭
が
、10
月
19
日
開
か
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
白
秋
の
写
真
が
飾
ら
れ
た

体
育
館
に
は
、
全
校
生
徒
の
ほ
か
保
護
者

な
ど
約
１
０
０
人
も
訪
れ
ま
し
た
。

司
会
を
務
め
る
子
ど
も
が
「
心
を
込
め

て
、
白
秋
先
生
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
大
き

な
声
で
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
始
め
の
こ
と

ば
を
言
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
白
秋
の

こ
と
を
「
白
秋
先
生
」
と
呼
ぶ
の
が
伝
統

で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
学
年
ご

と
に
次
々
と
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
体
を
左
右
に
動
か
し
た
り

手
を
振
っ
た
り
し
な
が
ら
、
白

秋
の
童
謡
12
曲
を
元
気
い
っ
ぱ

い
披
露
し
ま
し
た
。

校
内
白
秋
祭
で
は
こ
の
ほ

か
、
白
秋
会
の
大
城
会
長
が
白

秋
の
少
年
時
代
の
こ
と
を
話

し
、
白
秋
祭
献
詩
で
入
賞
し
た

子
ど
も
た
ち
の
作
品
朗
読
、
図

書
委
員
会
は
、
白
秋
の
一
生
を

大
型
紙
芝
居
に
し
た
「
白
秋
物

語
」
を
上
演
し
ま
し
た
。
集
会

委
員
会
は
白
秋
に
つ
い
て
の

○
×
ク
イ
ズ
を
行
い
会
場
を
沸

か
せ
、
最
後
は
保
護
者
の
コ
ー

ラ
ス
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

矢
留
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

は
、
様
々
な
機
会
で
白
秋
に
ふ

れ
る
機
会
を
持
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
「
今
月
の
歌
」
を
決
め
、

白
秋
の
童
謡
を
朝
や
帰
り
の
時

間
・
週
１
回
の「
白
秋
な
か
よ
し
タ
イ
ム
」

な
ど
で
歌
い
ま
す
。
歌
の
指
導
は
、
担
任

の
先
生
や
音
楽
主
任
の
堤
朱
美
先
生
、
大

川
児
童
合
唱
団
を
指
導
す
る
石
橋
良
知
先

生
が
行
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
歌
詞
の
意

味
を
理
解
し
、
情
景
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
歌
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
３
年
生
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
白
秋
生
家
を
訪
れ
た
り
、
地
元
の
人

に
話
を
聞
い
た
り
し
て
白
秋
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
す
。
５
年
生
に
な
る
と
、
１
月
の

白
秋
生
誕
祭
で
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
を
披

露
し
ま
す
。
６
年
生
で
は
、
白
秋
祭
の
式

典
で
「
帰
去
来
」
を
合
唱
し
ま
す
。

矢
留
小
学
校
校
長
の
加
藤
君
代
さ
ん
は

「
６
年
生
に
な
る
と
、
白
秋
先
生
の
歌
は

20
曲
以
上
覚
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
し
、

歌
う
こ
と
も
子
ど
も
た
ち
は
大
好
き
で

す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
大
人
に
な
っ
て
柳

川
を
離
れ
て
も
、
白
秋
先
生
の
歌
を
耳
に

し
た
ら
故
郷
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
帰
去
来
の
詩
の
意
味
は
年

を
重
ね
な
い
と
理
解
で
き
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
歌
を
通
し
て
故
郷
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
す
ば
ら
し

い
こ
と
で
す
。
今
後
も
白
秋
先
生
の
す
ば

ら
し
さ
を
、
地
域
の
人
と
協
力
し
な
が
ら

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

白
秋
の
母
校
・
矢
留
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
歌
い
継
ぐ

私
た
ち
の
声
よ
、
白
秋
先
生
へ
届
け
！

「赤い鳥」メンバー・声楽家

木村 襟子さん（椿原町）

白秋・生誕120年

▲白秋の一生を紹介した紙芝居「白秋物語」

▲白秋祭献詩での入賞作品を朗読

▲白秋の作品を来館者に紹介する「赤い鳥」のみなさん

▲来館者と対話するように、コンサート
は静かに進められます（コンサートは、
毎月第２日曜日、午後１時30分から行
われています）。

▲元気いっぱい、白秋の童謡を歌う子どもたち



伝える

白
秋
会
に
は
、
白
秋
先
生
を
顕
彰
し
よ

う
と
全
国
に
約
６
５
０
人
の
会
員
が
い
ま

す
。
白
秋
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
て
６
年
後

の
昭
和
23
年
、
白
秋
詩
碑
が
完
成
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
地
元
で
白
秋
を
顕
彰
し
よ

う
と
い
う
運
動
が
始
ま
り
、
白
秋
会
が
つ

く
ら
れ
ま
し
た
。

初
代
の
会
長
は
祖
父
の
大
城
有
樹

ま
た
き

で
し

た
。
有
樹
は
白
秋
先
生
の
弟
、
鉄
雄
さ
ん

と
同
級
生
で
、
白
秋
先
生
と
は
よ
く
一
緒

に
遊
ん
だ
幼
な
じ
み
で
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
29
年
に
最
初
の
白
秋
生
誕
祭
を
開
い

て
い
ま
す
。

有
樹
が
亡
く
な
り
、
父
の
有
元

ゆ
う
げ
ん

が
２
代

目
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。そ
し
て
昨
年
、

父
が
亡
く
な
り
、
今
年
か
ら
私
が
会
長
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

白
秋
会
で
は
、
毎
年
１
月
25
日
の
生
誕

祭
の
開
催
や
勉
強
会
、
会
報
「
あ
し
か
び
」

の
発
行
な
ど
を
行
い
、
白
秋
先
生
の
顕
彰

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
白
秋
先
生
を
顕
彰
し
て
く
れ

た
地
元
の
人
た
ち
は
、
先
生
に
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
親
し
み
、
誇
り
に
思
い
、
先
生
の

顕
彰
活
動
を
行
う
こ
と
を
生
き
が
い
と
感

じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。し
か
し
会
員
の
高
齢
化
が
進
み
、

白
秋
先
生
を
直
接
知
っ
て
い
る
人
が
だ
ん

だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
今

後
は
、
い
か
に
若
い
人
に
白
秋
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
、
顕
彰
事
業
を
引
き
継
ぐ

人
を
増
や
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。

白
秋
生
家
の
入
館
者
の
減
少
な
ど
、
全

国
的
に
見
て
も
白
秋
離
れ
が
進
ん
で
い
ま

す
。
柳
川
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
白
秋
を
身
近
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
学
校
な
ど
で
白
秋
の
う
た
に
ふ

れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
11
月
の
白
秋
祭
は
、
夜
が
メ
イ
ン
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
昼
の
イ
ベ
ン
ト
も
考

え
て
、
さ
ら
に
白
秋
先
生
を
知
っ
て
も
ら

う
工
夫
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
う
い
う
こ
と
に
は
、
白
秋
会
も
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
白
秋
会
の
よ
う
な
、
郷
土
の
文
学

者
を
顕
彰
し
よ
う
と
い
う
団
体
は
、
全
国

に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
団

体
と
横
の
つ
な
が
り
を
積
極
的
に
も
つ
こ

と
で
、
プ
ラ
ス
面
も
引
き
出
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

白
秋
の
顕
彰
活
動
は
、
こ
れ
ま
で
先
人

が
レ
ー
ル
は
敷
い
て
く
れ
て
い
る
の
で
、

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
中
身
を
見
直

し
、
さ
ら
に
濃
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
今
年

か
ら
会
員
の
勉
強
会
を
一
般
公
開
し
、

「
白
秋
を
語
る
夕
べ
」
と
題
し
た
講
演
会

を
開
き
ま
し
た
。
白
秋
と
山
田
耕
筰
に
つ

い
て
横
尾
文
子
あ
や
こ

先
生
に
講
演
を
し
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
好
評
で
い
つ
も
の
倍
以
上

の
人
が
集
ま
り
、
会
員
も
増
え
ま
し
た
。

来
年
の
１
月
に
生
誕
１
２
０
年
を
迎
え

ま
す
が
、
生
誕
祭
と
別
の
日
に
白
秋
先
生

に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
を
行
い
、

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
白
秋
先
生
を
語
っ
て

も
ら
お
う
と
計
画
中
で
す
。

大城昌平
しょうへい

さん

白
秋
先
生
を
も
っ
と
身
近
に
知
っ
て
も
ら
う
工
夫
を

白
秋
の
生
家
は
、
北
原
家
が
破
産
し
一

家
が
柳
川
を
離
れ
た
あ
と
、
精
米
所
や
缶

詰
工
場
、
あ
る
い
は
佃
煮
工
場
と
幾
度
も

所
有
者
が
代
わ
り
ま
し
た
。
白
秋
は
昭
和

３
年
、
20
年
ぶ
り
に
柳
川
に
帰
っ
て
き
ま

す
が
、
大
釜
で
ア
ゲ
マ
キ
が
煮
ら
れ
る
缶

詰
工
場
と
な
っ
た
生
家
を
見
て
、「
胸
が

つ
ま
り
、
流
れ
る
涙
を
立
ち
こ
め
る
湯
気

に
ま
ぎ
ら
わ
し
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

昭
和
42
年
ご
ろ
、
つ
い
に
生
家
が
取
り

壊
さ
れ
る
と
い
う
噂
が
立
つ
と
、
地
元
の

人
が
立
ち
上
が
り
、
生
家
保
存
の
た
め
の

募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
集
ま
っ
た

浄
財
で
、
昭
和
44
年
８
月
、
生
家
復
元
の

工
事
が
着
工
し
、
白
秋
27
年
忌
の
前
日
に

あ
た
る
同
年
11
月
１
日
、
白
秋
生
家
は
復

元
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
家
は
昭
和
43

年
10
月
、
県
史
跡
と
し
て
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

生
家
の
復
元
は
で
き
る
限
り
、
白
秋
の

少
年
時
代
の
姿
に
近
づ
け
る
た
め
、
姉
・

江
崎
加
代
、
弟
・
義
雄
、
そ
の
ほ
か
の
肉

親
関
係
者
が
図
面
を
引
き
ま
し
た
。
狭
い

入
口
を
く
ぐ
る
と
、
ほ
の
暗
い
土
間
が
広

が
り
、
茶
の
間
、
勘
定
部
屋
、
食
堂
、
仏

間
な
ど
に
は
今
に
も
白
秋
が
現
れ
て
き
そ

う
で
す
。
現
在
は
、
財
団
法
人
北
原
白
秋

生
家
保
存
会
が
設
立
さ
れ
、
生
家
の
永
久

保
存
と
共
に
、
白
秋
の
文
学
資
料
や
遺
品

な
ど
の
収
集
を
行
い
、
一
般
公
開
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
北
原
家
の
広
大
な
旧
跡
地
の
一

隅
に
、
白
秋
生
誕
百
年
記
念
事
業
と
し
て

昭
和
60
年
10
月
、
白
秋
記
念
館
（
柳
川
市

歴
史
民
俗
資
料
館
）
が
開
館
し
ま
し
た
。

１
階
展
示
室
は
柳
川
の
歴
史
と
漁
業
の
ま

ち
沖
端
に
視
点
を
お
き
、
民
俗
な
ど
に
つ

い
て
展
示
。
２
階
は
、
北
原
白
秋
の
詩
業

と
人
間
像
を
テ
ー
マ
に
、
白
秋
世
界
の
全

貌
を
と
ら
え
る
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
白
秋
の
生
涯
な
ど
を
ビ
デ
オ

シ
ア
タ
ー
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

白
秋
生
家
の
入
場
者
数
は
、
開
館
後
は

年
々
増
加
し
、
平
成
４
年
に
は
年
間
23
万

人
も
の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
減
少
傾
向
が
続

き
、
昨
年
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以

下
の
10
万
人
ま
で
落
ち
込
ん
で
い

ま
す
（
下
グ
ラ
フ
）。

白
秋
の
世
界
を
体
感
で
き
る
生

家
へ
、
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。
生
家
は
白
秋
の
命
日

の
11
月
２
日
に
は
、
無
料
開
放
さ

れ
ま
す
。

白秋・生誕120年

白
秋
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
く
る
生
家

白秋生家の入館者数 

0

5

10

15

20

昭
和
60
年 

平
成
元
年 

４
年 

10
年 

15
年 

（万人） 

●入館料　個人・大人400円、子ども
150円、学生350円（30人以上の団体
料金もあります） 11月２日は無料
●開館時間　午前９時～午後５時 ▲柳川の歴史や文化、民俗も紹介しています

▲生家の中はなつかしい土間のにおいがする

▲白い壁となまこ壁が美しい生家の入口

▲白秋顕彰の貴重な資料でもある、白秋会会報
「あしかび」。昭和40年から発行されています ▲白秋の誕生日、１月25日に開かれる「白秋生誕祭」

矢留本町・56歳
白秋会会長

● 
白秋生家 

● 白秋詩碑苑 白秋詩碑苑 

■ 矢留小学校 

● からたちの木 
●駒床跡 

■ 
水天宮 ■ 

御花 

沖端周辺図 

「あわて床屋」のモデル 
「かたたちの花」のモデル 

北原白秋生家・歴史民俗資料館
沖端町55の１　173・8940



白
秋
祭
献
詩
は
昭
和
28
年
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
は
、
国
内
を
は
じ
め
ド
イ

ツ
な
ど
か
ら
７
８
７
９
篇
が
寄
せ
ら
れ
、

福
岡
県
詩
人
会
会
員
（
20
人
）
に
よ
る
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
特
選
16
人
、
入
賞
36

人
、
佳
作
１
０
０
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

う
ち
本
市
か
ら
は
特
選
１
人
、二
席
２
人
、

三
席
９
人
、佳
作
42
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
11
月
２
日
に
行
わ
れ
る
白
秋
祭

式
典
で
、
入
賞
者
の
表
彰
と
、
献
詩
が
行

わ
れ
ま
す
。
特
選
受
賞
者
と
市
内
の
入
選

者
は
次
の
と
お
り
で
す﹇
敬
称
略
、（

）

内
は
学
校
と
学
年
﹈。

◆
特
選
・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

大
石

す
ず
（
佐
賀
県
東
明
館
中
１
）

◆
特
選
・
県
知
事
賞

梶
谷
晶
也
（
両
開

小
５
）、
筒
井
和
詩
（
愛
知
県
刈
谷
市
立

富
士
松
中
３
）、
小
山
沢
（
北
九
州
市
明

治
学
園
高
１
）

◆
特
選
・
県
教
育
委
員
会
賞

小
山
英
里

（
岩
手
県
江
刺
市
立
大
田
代
小
６
）、
石
井

久
美
子
（
福
岡
教
育
大
学
附
属
久
留
米
中

３
）、
後
藤
順
（
岐
阜
県
岐
阜
市
）

◆
特
選
・
北
原
白
秋
生
家
保
存
会
賞

菊

池
夏
生
（
岩
手
県
江
刺
市
立
木
細
工
小

３
）、
山
口
光
（
福
岡
盲
学
校
中
１
）、
久

保
田
真
美
（
三
池
高
１
）

◆
特
選
・
西
日
本
新
聞
社
賞

角
恭
伍

（
羽
犬
塚
小
５
）、後
藤
春
奈（
城
島
中
１
）、

木
原
祭
（
佐
賀
県
東
明
館
高
１
）

◆
特
選
・
Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
賞

客
出
亜

耶
（
和
歌
山
県
那
賀
郡
打
田
町
立
田
中
小

１
）、
山
口
友
基
（
福
岡
市
立
吉
塚
中
２
）、

斎
藤
彰
吾
（
岩
手
県
北
上
市
）

◆
小
学
生
の
部
▽
二
席
＝
原
田
あ
い
り

（
両
開
６
）
▽
三
席
＝
佐
茂
亮
太
（
城
内

１
）、
田
中
智
也
（
昭
二
１
）、
古
賀
海
月

（
昭
二
２
）、
江
口
は
る
か
（
両
開
２
）、

枝
光
華
那
（
蒲
池
１
）、
田
中
瑞
穂
（
蒲

池
１
）、
藤
木
く
る
み
（
両
開
１
）、
大
渕

由
美
（
城
内
６
）
▽
佳
作
＝
入
江
香
里

（
矢
留
５
）、
椛
島
美
紗
希
（
昭
二
１
）、

金
子
友
美
（
昭
二
１
）、
城
戸
光
聖
（
両
開

２
）、
樽
見
皇
征
（
蒲
池
１
）、
田
中
静
哉

（
昭
二
２
）、
成
清
彰
悟
（
柳
河
２
）、
亀
★

真
央
（
城
内
２
）、
梅
崎
麗
奈
（
昭
一
２
）、

牛
嶋
小
雪
（
柳
河
２
）、
江
口
南
美
（
城

内
２
）、
荒
巻
雅
人
（
昭
二
２
）、
古
賀
未

来
也
（
矢
留
２
）、
古
賀
章
子
（
城
内
３
）、

荻
島
青
空
（
同
）、
大
渕
浩
史
（
同
）、
廣

松
真
美
（
蒲
池
３
）、
原
木
ノ
実
（
東
宮

永
３
）、
井
口
楓
弓
（
蒲
池
３
）、
古
賀
杏

奈
（
両
開
３
）、
古
賀
武
尊
（
柳
河
３
）、

山
田
卓
弥
（
同
）、
古
賀
伸
吾
（
東
宮
永

３
）、
山
田
純
也
（
昭
一
４
）、
伊
藤
沙
也

那
（
同
）、
成
清
圭
哉
（
両
開
４
）、
近
藤

大
貴
（
城
内
５
）、
荒
巻
祐
太
（
昭
二
５
）、

渡
辺
美
貴
（
柳
河
６
）、
江
口
莉
加
（
両

開
６
）、
山
田
ゆ
い
（
矢
留
６
）、
倉
本
麻

衣
（
両
開
６
）、
萩
尾
晃
（
柳
河
６
）

◆
中
学
校
の
部
▽
佳
作
＝
田
中
希
誉
（
柳

南
２
）、
相
浦
大
輔
（
蒲
池
２
）、
池
上
奈
摘

（
蒲
池
１
）、
待
鳥
奈
津
美
（
昭
代
１
）、
井

口
理
恵
（
同
）、
吉
岡
真
梨
子
（
柳
城
１
）、

渋
田
千
尋
（
同
）、
保
坂
優
果
（
柳
城
２
）

◆
高
校
・
一
般
の
部
▽
二
席
＝
松
本
良
子

（
伝
習
館
１
）
▽
三
席
＝
山
科
可
珠
子

（
同
）
▽
佳
作
＝
下
田
彩
有
里
（
同
）

心
に
は
い
つ
も
嵐
が
ひ
そ
む

台
風
一
過
の
青
空
と

あ
れ
放
題
の
庭

爽
や
か
さ
と
混
沌
と

す
べ
て
が
窮
屈
そ
う
に
　

し
か
し
　

絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
…

一
言
で
片
づ
け
ら
れ
た
く
な
い

さ
め
た
自
分
と

純
な
自
分
が

同
時
に
い
る

家
族
の
体
温
は

あ
た
た
か
く

心
地
よ
い

で
も
…

息
が
つ
ま
り
そ
う
に
…

…
う
っ
と
う
し
い

い
っ
そ
　
ひ
と
り
き
り
な
ら

さ
ぞ
か
し
　
の
び
の
び
と

深
呼
吸
で
き
る
の
に

こ
う
考
え
た
自
分
自
身
を

後
ろ
め
た
く
感
じ
て
し
ま
う

後
ろ
め
た
さ
を
感
じ
る
自
分
が

情
け
な
い

こ
の
情
け
な
さ
が

ま
だ
ま
だ
子
ど
も
だ
な
と

見
透
か
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

は
が
ゆ
い

過
ぎ
去
っ
た
嵐
の
後
の

思
い
も
か
け
な
い
ま
ば
ゆ
さ
は

思
い
も
か
け
な
い
潔
さ

私
の
中
の
嵐
も

い
つ
か
は

通
り
過
ぎ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か

白
秋
祭
献
詩

特
選
・
文
部
科
学
大
臣
奨
励
賞

反
抗
期

祝う

白秋・生誕120年

献詩

世
界
か
ら
白
秋
の
も
と
へ
届
く
詩

●
日
時

12
月
19
日
（
日
）、
午
後
２
時
〜

●
会
場

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

●
内
容

講
演
会
「
柳
川
と
映
画
」（
午

後
２
時
〜
）、
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
（
午
後

３
時
〜
）、
矢
留
小
学
校
児
童
に
よ
る
合

唱
（
午
後
３
時
30
分
〜
）

●
入
場
料

無
料
（
た
だ
し
入
場
整
理
券

が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
、
公
民
館
や
水

の
郷
、市
役
所
生
涯
学
習
課
に
あ
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
は
、
市
生
涯
学
習
課
（
内

線
２
１
７
・
２
１
９
）
ま
で
。

∧
や
ま
だ
・
よ
う
じ
∨

昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
９
月
、
大
阪

府
府
中
市
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学
部
卒

業
後
、
松
竹
に
入
社
。
昭
和
44
年
か
ら
映

画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
を
手
が
け
、
平
成

８
年
ま
で
48
本
の
シ
リ
ー
ズ
を
制
作
。
本

市
沖
端
も
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

る
。
藤
沢
周
平
原
作
の
初
の
本
格
時
代
劇

「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」
（
平
成
14
年
）
は
、

映
画
各
賞
を
独
占
し
、
米
国
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
外
国
作
品
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

父
親
の
墓
が
東
蒲
池
の
崇
久

そ
う
き
ゅ
う

寺
に
あ
る
。

県
歌
人
会
が
白
秋
の
短
歌（
約
八
千
首
）

の
中
か
ら
百
首
を
選
び
ま
し
た
。
１
セ
ッ

ト
１
５
０
０
円
で
、
千
セ
ッ
ト
を
白
秋
生

家
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
白
秋
生
家
（
1
73
・

８
９
４
０
）
ま
で
。

切
手
シ
ー
ト
の
図
案
は
、
白
秋
の
い
と

こ
で
熊
本
県
南

関
町
の
画
家
・

石
井
了
介

り
ょ
う
す
け

氏

（
故
人
）
の
柳
川

を
描
い
た
、
白

秋
詩
歌
の
木
版

画
。
台
紙
付
き

の
80
円
切
手
10

枚
セ
ッ
ト
で
１

５
０
０
円
で

す
。
千
セ
ッ
ト

（
限
定
）
を
、

来
年
１
月
25
日

か
ら
白
秋
生
家

で
販
売
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
白
秋
生
家
（
1
73
・

８
９
４
０
）
へ
。

白
秋
と
川
下
り
の
写
真
を
載
せ
た
ハ
ガ

キ
、
10
万
枚
（
１
枚
45
円
）
を
市
内
郵
便

局
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
市
庶
務
課
（
内
線
３

５
２
）
ま
で
。

佐賀県
東明館中学校１年

大石 すず さん

白
秋
生
誕
百
二
十
年
記
念
事
業

80
歳
を
過
ぎ
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
二

人
、
生
家
を
訪
れ
た
そ
う
だ
。
生
ま
れ

て
初
め
て
来
た
と
い
う
こ
と
で
「
も
う

一
度
来
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
か
ら
」

と
、
じ
っ
く
り
見
学
し
、
感
動
し
て
帰

ら
れ
た
そ
う
だ
。
生
家
で
行
わ
れ
て
い

る
「
赤
い
鳥
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

最
後
に
必
ず
「
帰
去
来
」
が
歌
わ
れ
る

が
、
初
め
て
こ
の
曲
を
聞
い
た
人
が
涙

し
て
帰
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。

そ
う
い
え
ば
、
息
子
が
ま
だ
言
葉
も
上

手
に
し
ゃ
べ
れ
な
い
こ
ろ
、
ラ
ジ
オ
か

ら
「
あ
わ
て
床
屋
」
が
流
れ
る
と
楽
し

そ
う
に
手
を
動
か
し
て
喜
ん
で
い
た
の

を
思
い
出
す
。
白
秋
生
家
の
入
館
者
数

は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
し
か
し
、
白

秋
の
魅
力
は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
輝
き

を
増
し
て
い
る
気
が
す
る
。
∧
英
∨

取
材
を
終
え
て

白秋祭献詩の表彰や、受賞詩の朗読、
白秋の母校・矢留小学校児童による合唱
や、水天宮ばやしが披露されます。詳し
くは、生涯学習課（内線218）まで。
●日時 11月2日（火）、10:00～
●会場 白秋詩碑苑（矢留本町）
※旧戸島家住宅は、２日の休館日も臨時
開館します。

11月2日は白秋の命日

B白秋祭式典 白秋祭

B白秋祭水上パレード
11月1日から3日間、午後6時に古文

書館前を出発。ドンコ舟の提灯が連なり、
川岸のかがり火、仕掛け花火など、川下
りコースを一大絵巻のような美しさに包
みます。※来年の水上パレードの乗船受
付を11月１日から行います。詳しくは、
市観光協会（173・2145）まで。

白秋かるた

記念切手シート

エコーはがき

山
田
洋
次
監
督
講
演
会

写
真
付
き
記
念
切
手
シ
ー
ト

白
秋
か
る
た

エ
コ
ー
は
が
き




